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0社会構造分野
森明雄,大洋秀行,杉浦秀樹
■研究概要
A)ヒヒ類の研究
森明雄,杉浦秀樹
サウジアラビア･タイフ市のダムとアル･ルーダフ
公園を利用するマントヒヒの群で,個体群動態,行動学
的,社会学的調査を行なった.イヤー･タッグで標識し
た個体の生存と所属するユニットを調べ,前年度のユニ
ット構成との異同を明らかにした.ユニットが不安定で
あるという昨年度の結果が支持された.また,今年度は,
ユニットより上の社会構造の解明に努めた.行進のカウ
ントによれば,ダムサイト群の全個体数は500頭を越え,
様々なサイズのサブグループが見られた.また,識別個
体の確認に基づくと,少なくとも3つのバンドから構成
されていることが分かった.これまで行ってきたタイフ
市のゴミ埋め立て場に集まる巨大なマントヒヒの群れ
の社会構造とダムサイ ト群との比較を行っている.また,
エチオピア南部アルシ州に生息するゲラダヒヒのポピ
ュレー ションの研究を引き続き行っている.
a)中央アフリカ乾燥サバンナにおける霊長類の社会生
憶学的野外研究
大滞秀行
カメルーン北部でバクスモンキーの野外研究を
1986年以来行っている.今年度は,2年ぶりに野外調査
を行い,継続調査中の群の所属個体の生存確認,新生個
体の記録など,人口学および社会変動に関する基礎資料
の収姑を行った.また,これまで記録を続けてきた調査
地における噛乳類‥鳥類のチェックリストを作成し,調
査地の長期環境変遷の資料とした.国内では,まず単雄
群の雄の交代に関して調査開始からの資料を整理し,単
雄群の維持と社会変動の機構について総括して論文と
した.
C)ニホンザルの個体群動態 ･生活史 ･繁殖とその生態
学的決定要因の研究
大揮秀行,杉浦秀樹,深谷もえ(大学院生),
･森明雄,
､高橋弘之 (日本学術振興会特別研究員)
高崎山の餌付け集団を対象に継続個体数調査を行
い,得られた人口学的基礎資料をもとに人口学的諸変数
を求め,個体群動態の研究を進めている.昨年度に引き
続き,出産率と個体群密度,オトナ雌数の間の相関性を
分析した (大滞).また宮城県･金華山,鹿児島県 ･屋
久島西部海岸地域の野生群を対象に,個体群動態の継続
調査を実施した (杉浦).
宮崎県幸島では,主群を避けて島の片隅に生きる小
さな分裂群の観察を前年度に引き続き行った.採食樹の
秋の結実とサルによる利用の年変動を10月,11月に観
察して検討している.本年度の秋の実りは著しく悪いと
いう結果だった.(森)さらにニホンザルの採食場所の
選択を,サルの利用と食物利用可能度と比較することに
よって調べた (深谷).また,思春期オスの群からの離
脱が,年齢によって決まるのか,体重から見た成長で決
まるのか検討している (森).
宮城県･金華山の野生群を対象に,オスの順位と交
尾成功を実効性比の観点から研究した (高橋).
D)移入タイワンザルの生息状況と交雑化の現状の研究
大揮秀行
和歌山市周辺に生息する移入タイワンザルの調査
を 1998年から行っている.調査は,研究所内の集団遺
伝分野,ニホンザル野外観察施設の教官および所外の研
究者と広く協力しながら行っている.今年度は,7月に
は日本霊長類学会タイワンザルワーキンググループと
共に個体数調査を行い,239-250頭のタイワンザルと
その交雑個体の生息を確認した.その後,和歌山県によ
り一部の個体が捕獲されたため,捕獲個体を対象とした
生態的資料収集 (胃内容物検査,栄養状態の指標として
の皮下脂肪測定)を行った.
E)ウガンダのカリンズ森林におけるチンパンジーと他
種霊長類の生態学的研究
橋本千絵(教務補佐員),
田代靖子(日本学術振興会特別研究員)
食物生産量と社会的因子がチンパンジーの集団編
成パターンにどのような影響を与えるかを調査し,さら
に噛乳類コミュニティの中でチンパンジーの占める生
態的地位について調査･解析を行った.また霊長類とそ
の他の噛乳類の採食生態と環境利用に関するデータを
分析した.
F)コンゴ森林における野生ボノボの社会及び行動の研
究
橋本千絵(教務補佐員),
田代靖子(日本学術振興会特別研究員)
コンゴ民主共和国 (旧ザイール)ジョル地区ルオ保
護区ワンバ森林のボノボの継続調査を行っている.本年
度は渡航自粛勧告のため現地調査はできなかったが,過
去に収集された資料に基づき行動の分析を行った.
G)野生オランウー タンの保全のための遺伝学的･採食
生態学的および繁殖生理学的研究
高橋弘之(日本学術振興会特別研究員)ノ
インドネシア･西カリマンタン州プトウン･カリフ
ン国立公園西部地域で野生オランウー タンの野外調査
を行った.今年度はオランウー タンの直接観察に成功し
た.しかしながら,違法伐採による森林破壊が昨年度よ
りも深刻になっていた.違法伐採者のキャンプがある川
岸には,オランウータンのネス トはほとんどみられなか
った.
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